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実

報

史

事

懇

話

禽

O
第
二
＋
八
回
十
一
月
二
十
九
日
（
水
）

（
題
目
）
チ
＋
1
テ
イ
ス
ト
濯
動
の
研
究

（

発

表

者

）

堤

市

三

氏

先
づ
、
チ
ャ
1
テ
イ
ス
ト
運
動
の
性
格
規
定
を
、
挙
読
史
的
に
展
開

し
、
そ
の
三
つ
の
対
立
す
る
見
解
、
即
ち
付
政
治
的
運
動
、
助
経
済
的
・

社
会
革
命
的
運
動
、
仲
農
民
的
復
古
運
動
、
に
つ
い
て
、
更
に
、
運
動
の

主
体
と
な
れ
る
政
治
諸
団
体
の
性
格
を
具
体
的
に
分
析
す
る
と
と
に
よ

り
、
該
運
動
の
全
性
格
を
把
掻
で
き
る
と
み
も
を
論
じ
た
。
発
表
後
、
質

問
、
討
議
を
行
ふ
。
出
席
者
十
八
名
。

O
第
二
十
九
回
十
二
月
九
日
（
土
）

十
二
月
四
日
よ
り
西
洋
史
臨
時
講
義
を
担
当
さ
れ
た
一
橋
大
挙
教
授
靖

国
四
郎
氏
の
歓
迎
会
を
集
ね
て
四
階
会
議
室
で
開
催
。
先
生
の
御
豊
富
な

研
究
体
験
か
ら
、
多
く
の
有
益
な
御
意
見
を
聴
く
と
と
が
で
き
た
の
は
大

き
な
悦
び
で
あ
っ
た
。
と
の
会
は
歩
合
者
四
十
名
に
達
し
、
座
談
活
務
、

極
め
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

O
第
三
十
回
十
二
月
二
十
一
日
づ
木
）

前
回
と
同
じ
く
、
考
古
学
臨
時
講
義
の
た
め
御
来
挙
中
の
東
京
大
挙
助

教
授
駒
井
和
愛
氏
を
囲
み
、
歓
迎
を
朱
ね
て
座
談
会
を
聞
い
た
が
、
対
島

調
査
を
中
心
と
し
て
最
近
の
考
古
挙
研
究
の
新
し
い
領
域
に
つ
い
て
の
輿

業

報

味
あ
る
話
題
に
接
す
る
と
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
牧
獲
で
あ
っ
た
。
出

席
者
は
十
八
名
。

園

史

科

動

向

O
寧
繁
遺
支
研
究
曾

毎
週
一
回
竹
内
教
授
の
御
指
導
の
下
に
有
志
の
者
が
集
ま
っ
て
寧
禦
遁

女
の
譜
観
を
行
っ
て
い
る
が
、
目
下
「
寺
院
縁
起
井
流
記
費
財
帳
」
の
項

ま
で
進
ん
で
い
る
。

西
洋
史
穆
科
の
動
向

O
西
洋
史
研
究
倉
（
第
十
二
回
）
十
一
月
十
八
日

主、吋

F
o
図。
s
g
g
m
a’
kra自
己

p
o
F
ω
σ

。同∞
R
1
5
1

図
司
司
包
〉
・
．

8
8
5ロ
紹
介

高

橋

昇

と
の
論
文
に
於
い
て

γ
ヤ
ノ

γ
（
一
八
九
三

l
）
は
、
合
衆
国
第
十
一

回
国
勢
調
査
の
発
表
を
後
の
挙
者
が
曲
解
し
て
「
一
八
九

O
年
迄
に
プ
ロ

シ
テ
ィ
ア
は
無
く
な
り
、
西
部
は
移
住
民
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
た
」
と
言

‘
っ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
を
論
証
せ
ん
と
し
て
い

る
。
即
ち
東
部
の
工
業
発
謹
と
共
に
相
対
的
過
剰
人
口
を
如
何
に
し
て
奴

牧
す
る
か
が
一
八
五
二
年
以
来
問
題
と
な
り
、
漸
く
一
八
六
二
年
ホ
1
ム

ス
テ
ヅ
ド
法
の
成
立
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
叉
そ
の
他
の
立

九
九



義

報

法
門
司

8
・0BM】
2
8
E
d
F
d
B
Z刊
の
巳
2
8
K
F
2
2∞斗
3
・

U
2
0
2
F
M
H
P仏
〉
の
件

、（
同
∞
ミ
）
・
－
H

，即日一
r
R
M
Hロ
a
ω
件。ロ
o
k
p
a

（
冨

Ja）
〕
に
よ
っ
て
移
住
は
促
進
さ
れ
た
か
と
い
う
に
、
実
は
下
唐
階

級
の
も
の
は
貧
困
の
故
に
移
住
し
て
自
由
な
土
地
を
得
る
事
が
出
来
ず
、

実
際
の
移
住
者
は
一
般
に
中
流
階
級
以
上
の
農
民
・
商
人
及
び
投
機
業

者
、
産
業
組
合
、
大
畜
産
家
等
で
あ
っ
て
、
期
待
さ
れ
た
程
多
数
で
は
な
か

っ
た
。
従
っ
て
多
く
の
人
々
は
都
市
に
於
け
る
失
業
者
階
級
と
な
り
、
一

八
六
四
年
以
後
と
の
過
剰
労
働
が
紹
え
ず
増
加
し
て
国
民
生
活
の
あ
る
要

素
と
な
っ
て
来
た
と
し
、
「
失
業
者
が
一
八
六
五
年
か
ら
と
の
世
紀
の
終

り
ま
で
の
十
年
俸
K
大
き
な
経
済
的
難
問
題
と
な
り
、
」
「
自
由
地
は
こ

の
問
題
を
解
決
出
来
な
か
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。

と
の
結
論
は
、
遁
常
設
か
れ
る
様
に
西
部
の
自
由
地
は
農
民
や
商
人

を
そ
の
波
落
前
に
独
立
の
農
民
と
し
て
誕
生
せ
し
め
、
従
っ
て
そ
の
相
対

的
過
剰
人
口
へ
の
転
化
が
阻
止
さ
れ
て
お
り
、
資
本
主
義
発
展
の
と
の
段

階
で
は
未
だ
相
対
的
過
剰
人
口
は
形
成
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
労
働
力
の
不

足
は
賃
銀
労
働
者
の
賃
銀
を
高
い
水
準
に
保
ち
、
農
業
の
機
械
佑
を
促
し

農
業
革
命
を
現
出
す
る
と
す
る
所
設
に
鋭
い
対
立
を
な
す
も
の
で
あ
る

が
、
果
し
て

γ
ヤ
ノ
シ
の
誘
く
所
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
多
く
の
機
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

O
西
洋
史
研
現
曾
（
第
＋
＝
一
回
）
十
二
月
一
日

堀

米

庸

三

著

｛

中

世

国

家

の

構

治

」

紹

介外

村

民

彦

中
世
史
の
研
究
に
著
者
自
身
が
矛
盾
を
感
じ
、
そ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
行

一O
O

つ
で
も
の
に
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
即
ち
そ
こ
に
は
中
世
に
お
庁
る

封
建
制
度
の
位
置
づ
け
と
、
中
世
国
家
に
対
す
る
深
い
省
察
が
う
か
が
わ

れ
る
。
本
書
は
二
章
に
わ
け
ら
れ
第
一
章
は
序
説
と
し
て
、
中
世
国
家
論

’
零
を
の
ベ
、
結
局
中
世
国
家
が
封
建
国
家
に
つ
き
な
い
こ
と
を
結
論
づ
け

て
、
と
れ
を
基
本
的
命
題
と
し
て
第
二
章
の
本
論
に
入
る
。
封
建
国
家
の

二
つ
の
原
則
た
る
「
園
壬
は
何
人
よ
り
も
授
受
せ
ら
る
る
こ
と
な
し
、
」

「
領
主
な
き
土
地
な
し
ょ
が
必
ず
し
も
凡
て
に
云
い
え
ら
れ
な
い
こ
と

を
論
じ
て
中
世
に
お
け
る
非
封
建
的
要
素
を
這
求
し
、
そ
れ
が
直
轄
的
行

政
機
構
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
と
の
直
轄
的
行
政
機
構
を
つ
く
ら
し

め
た
も
の
は
、
中
世
封
建
国
家
に
お
け
る
国
主
の
伝
統
的
権
威
な
の
で
あ

る
が
、
そ
の
纏
威
が
、
グ
ル
マ
シ
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
、
ロ
ー
マ
的
の
三

要
素
に
依
っ
て
を
り
、
超
封
建
的
性
格
と
し
て
国
主
を
あ
ら
ゆ
る
封
建
関

係
か
ら
と
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
中
世
国
家
を
構
成
す
る
人
的
並
び
に
物
的
結
合
団
体
（
「
家
」
組

織
）
は
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
国
家
権
力
と
共
に
存
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
か
う
し
た
構
成
単
位
の
総
和
と
し
て
の
全
体
は
決
し
て
政
治
的
統

一
体
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
と
で
こ
の
非
緊
密
な
組
織
に
可
能
な
限
り
の

緊
密
性
を
与
へ
る
佼
割
を
以
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
支
醗
者
の
直
轄
的
支
配

組
織
で
、
と
れ
が
権
威
に
よ
る
統
合
と
封
建
（
知
行
）
制
的
原
理
に
よ
る

そ
の
実
質
化
に
実
効
を
賦
与
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
直

轄
的
支
配
組
織
を
広
い
意
味
で
家
産
的
な
も
の
と
み
て
、
中
世
国
家
と
は

封
建
的
要
素
と
家
産
的
要
素
の
組
合
せ
で
あ
る
こ
と
を
結
論
す
る
の
で
あ

る。



十
分
読
み
こ
な
し
て
い
な
い
し
予
備
知
識
も
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
教
へ

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
た
N
A

、
問
題
が
全
く
法
制
史
的
に
取
扱
わ
れ

て
し
ま
い
、
ま
た
理
論
を
主
と
し
て
を
る
た
め
に
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る

や
う
に
恩
ふ
。
ま
た
こ
の
問
題
が
祉
会
経
済
史
的
に
も
ほ
り
さ
げ
ら
れ
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

一
つ
の
歴
史
の
見
方

1
1
4
現
代
生
活
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
の

丘
浅
弐
郎
の
挙
設

l
l金
生

直

道

マ
ル
グ
ス
が
入
閣
の
祉
会
生
活
変
遷
の
根
源
を
、
経
済
機
構
の
褒
還
に

求
め
た
こ
と
は
、
確
か
に
歴
史
的
事
実
の
多
く
を
説
明
す
る
に
足
る
。
然

し
乍
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
人
聞
の
思
想
独
自
の
発
展
を
十
分
に
説
明
し

尽
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
は
れ
る
。
例
へ
ば
、
資
本
家
と
賃
労
働
者
と

の
関
係
に
於
け
る
協
力
一
致
の
精
神
の
欠
如
乃
至
逗
佑
は
、
車
に
経
済
関

係
に
の
み
起
因
す
る
の
で
な
く
、
人
聞
の
祉
会
本
能
に
よ
っ
て
必
然
的
に

発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。
と
の
点
に
つ
い
て
、
丘
浅
弐
郎
氏
刀
挙
設
は

興
味
あ
る
解
明
を
与
へ
て
く
れ
る
。

即
ち
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
団
体
生
活
は
、
個
人
が
経
験
を
積
む

に
従
っ
て
能
力
を
増
す
た
め
、
強
者
が
弱
者
、
愚
者
を
指
導
す
る
階
級
型

を
形
成
し
、
社
会
本
能
は
必
然
的
に
階
級
本
能
を
伴
ふ
ロ
然
る
に
人
間
の

団
体
は
、
遁
具
の
発
達
に
つ
れ
て
大
き
く
な
り
、
国
家
を
形
成
す
る
に
至

っ
て
、
団
体
関
の
陶
汰
は
行
は
れ
な
く
な
り
、
祉
会
本
能
も
、
階
級
本
能

業

報

も
退
化
し
た
。
逗
佑
現
象
は
個
人
に
ょ
っ
℃
著
し
く
異
り
、
従
っ
て
人
間

生
活
の
矛
盾
は
、
と
の
枇
会
本
能
を
多
量
に
、
又
は
少
量
に
（
殆
ど
喪
失

し
て
）
有
し
て
い
る
人
々
が
、
同
一
社
会
に
共
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
、
と
一
五
は
れ
る
。

こ
の
挙
設
の
反
対
者
と
し
て
は
、
既
に
土
田
杏
村
、
小
野
俊
一
、
川
村

多
実
一
一
、
大
杉
栄
、
等
の
諸
氏
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
批
到
に

も
拘
ら
ず
、
丘
氏
の
挙
設
に
は
、
現
代
生
活
の
矛
盾
を
解
明
す
る
一
つ
の

重
要
な
鍵
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
同
氏
の
天
才
論

も
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

O
西
洋
史
畢
科
新
事
業
生

ご
十
ご
年
四
月
入
挙
吉
野
健
・
次
郎
氏
は
、
今
回
二
十
五
年
十
月
三
十
日

を
以
て
卒
業
さ
れ
た
。
今
後
の
御
研
績
を
衷
心
よ
り
切
望
オ
る
も
の
で
あ

る。

東
洋
史
皐
科
動
向

東
洋
史
研
究
曾

第
十
一
回
例
曾
（
昭
和
廿
五
年
十
月
二
十
八
日
）

ー
す
〈
化
交
流
史

－
よ
り
見
た
る

満
鮮
の
絹
織
物
に
就
い
て
」日
野

教

授

詳
細
は
後
日
専
攻
論
文
と
し
て
発
表
の
予
定

第
十
二
回
例
曾
（
昭
和
廿
五
年
十
二
月
十
六
日
｝

「
唐
代
に
於
け
る
両
税
法
以
前
の
質
ハ
資
〉
課
に
就
い
て
」

。



業

報

経

永

雄

生

氏

唐
代
に
於
け
る
税
制
と
し
て
租
・
庸
・
調
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
質
課
は
唐

代
に
於
る
け
る
重
大
問
題
で
あ
る
が
、
未
だ
に
其
の
実
態
は
究
明
さ
れ
て

居
な
い
・
0

氏
は
其
研
究
の
一
端
と
し
て
、
賞
課
の
意
義
と
そ
の
推
移
、
特

に
官
吏
の
攻
入
と
な
る
べ
き
賀
課
に
つ
い
て
詳
細
な
’
研
究
を
発
表
し
、
賀

課
に
二
様
（
与
え
賀
課
・
取
る
賞
課
）
の
意
義
が
あ
る
と
と
を
朗
ら
か
に

さ
れ
た
。

O
新

刊

九
大
東
洋
史
研
究
室
の
初
の
試
み
と
し
て
「
東
洋
史
学
」
第
一
輯
を
十

昭
和
二
十
五
年
四
月
以
降

受
換
受
贈
雑
誌
論
文
要
目

（
順
序
不
同
）

（
毘
史
関
係
の
み
）

O
一
一
橋
論
叢
第
十
七
省
第
三
・
四
号

新
日
本
国
民
の
理
念
と
西
洋
文
化
’（
其
の

一

）

三

浦

新

一

奴
児
恰
赤
の
女
貨
国
と
そ
の
部
族
的
秩
序

と

の

交

渉

村

訟

蹴

・

次

O
一
一
橋
論
叢
第
十
九
伴
侶
第
二
号

行
政
裁
剣
所
の
廃
止
の
意
義
田

．
上

穣

善
の
超
越
性
と
人
間
性

l
プ
ラ
ト

y
の
「
善
の
イ
デ
ア
」

の
一
解
釈
し

藤

井

義

夫

ド
イ
ツ
・
イ
Y
プ

V
I
γ

ヨ

y
と
工
業

生

産

力

泉

三

義

O
一
橋
論
叢
第
二
十
三
巻
第
五
号

新
中
国
に
お
け
る
貨
幣
経
済
の
性
格

石

川

中
国
に
お
け
る
伝
統
と
革
命
の
相
剤

内

田

宮

中
共
土
地
改
革
の
二
つ
の
時
期

村

松

第
二
十
三
巻
第
六
号

治

O
一
一
橋
論
叢

二
月
に
刊
行
し
た
。
内
容
は
弐
の
如
く
で
あ
る
口
今
后
続
刊
の
予
定
で
あ

る
か
ら
御
期
待
を
乞
う
。

賠
満
華
交
渉
史
上
に
於
け
る
朝
陽

定
安
国
考
付

明
初
に
於
け
る
女
直
の
蓮
東
移
住
に
つ
い
て

宋
史
食
貨
志
訳
註

肱

。

~ 

島

貴

義

日

野

関

三

郎

江

島

寿

雄

研

究

室

員

ホ
ッ
プ
ス
と
自
然
法
思
想太

ロ
ヅ
グ
の
自
然
法
の
性
格鈴

ア
リ
ス
ト
テ
V

ス
の
『
プ
ロ
ト
V

プ
テ

イ
コ
ス
』
（
哲
学
へ
の
勧
奨
）
に
つ
い

て

藤

井

義

夫

田

可

夫

木

秀

勇

滋

O
一，橋
論
叢
第
二
十
四
巻
第
一
号

国
際
遜
貨
制
度
に
お
け
る
金
の
問
題

ー
ポ

ν
F
切
下
お
よ
び
ド
ル
切
下
を
め

．
 

ぐ
り

i

宮

田

喜

代

議

作次

リ
カ
ア
ド
オ
の
国
際
均
衡
論
小

島

清



O
一
一
橋
論
叢
第
二
十
四
港
第
二
号

損
害
防
止
僚
項
、

特
に
∞
ロ
O
M
g－aFMWσ
。ロ円。－
mロ
ω
。

の

史

的

考

察

加

藤

由

作

グ
ォ
一
プ

ν
タ
リ
イ
・
チ
エ

l

y
に
お
け

る

基

本

問

題

深

見

義

一

O
一
橋
論
叢
第
二
十
四
巻
第
三
号

有
効
需
要
の
原
理
に
お
け
る
ケ
イ

νズ

と

マ

ル

グ

ス

杉

本

栄

一

経
済
挙
に
お
け
る
経
済
政
策
山

中

篤

太

郎

新
厚
生
経
済
挙
の
功
罪
山

中
世
的
国
家
形
態
の
褒
湿増

国

雄

田

四

郎

マ
キ
ヤ
グ
エ
リ
ズ
ム
の
問
題
板

垣

O
一
一
橋
論
叢
第
二
十
四
巻
第
四
号

中
世
ド
イ
吋
ノ
国
主
選
挙
と
多
数
決
原
理

町

田

実

秀

I

・M
・C
－
O
へ
の
路

！
海
洋
自
由
論
と
世
界
経
済
l

与

業

報

大

卒

。
一
一
橋
論
叢
第
↑
一
十
回
程
第
五
号

祉
会
経
済
史
研
究
に
お
け
る
マ
ヅ
グ
ス

－
ウ
エ
l
メ

1

上

原

専

線

道
徳
の
問
題
に
お
け
る
超
越
的
方
法
と

経
験
的
方
法

善

太

田

可

夫

技

術

と

生

産

力

高

島

善

’
哉

ア
リ
ス
ト
テ
V

ス
の
「
エ
ウ
デ
モ
ス
倫

・

J

理

挙

」

に

つ

い

て

藤

井

義

夫

エ
ピ
グ
ロ
ス
の
復
活
高
橋

O
史
挙
雑
誌
第
五
十
九
編
第
五
号

「
伺
奴
」
の
国
家
謹

O
史
学
雑
誌
第
五
十
九
編
第
六
号

越
後
山
間
地
帯
に
お
け
る
純
粋
封
建
制

の

構

造

北

島

E

一万

サ
ル
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス
小
論吉

村

忠

典

O
史
挙
雑
誌
第
五
十
九
編
第
七
号

日
本
中
世
禅
林
に
於
け
る
臨
済
・
曹
洞

両
宗
の
異
同
（
上
）

！
「
林
下
」
の
問
題
に
つ
い
て

l

玉

村

竹
安雅

梧

枇

の

研

究

守

屋

美

都

維

O
史
挙
雑
誌
第
五
十
九
編
第
八
号

古
ゲ
ル
マ

γ
農
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題

堀

米

庸

光

日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
臨
済
・
曹
洞

両
宗
の
異
同
〈
下
）

！
「
林
下
」
の
問
題
に
つ
い
て

l

玉

村

竹

O
史
学
雑
誌
第
五
十
九
編
第
九
号

朱
印
船
の
貿
易
額
に
つ
い
・て
岩

生

成

夫

宋
代
の
郷
村
に
お
け
る
小
都
市
の
発
展

（上）
！
特
に
店
・
市
・
歩
を
中
心
と
し
て

l

周

藤

吉

之

O
出
品
挙
雑
誌
第
五
十
九
編
第
十
号

古
墳
よ
り
見
た
る
古
代
史
上
の
諸
問
題

持

藤

忠

宋
代
の
郷
村
に
お
け
る
小
都
市
の
発
展

〔下）
！
特
に
店
・
市
・
歩
を
中
心
と
し
て

l

周

藤

吉

之

一O
一一
一



業

報

O
史
学
雑
誌
第
五
十
九
編
第
十
一
号

グ
ヤ
グ
ソ
一
一
‘
ア

ν
・
デ
モ
グ
ラ
γ

l
と

東
部
の
労
働
者

！
γ
ユ
V

タ

y
ガ

1
・
ジ
ュ
ニ
ア

挙
読
批
剣

i

一
一
一
浦

秦
漢
両
代
に
お
け
る
中
国
南
境
に
つ
い

て

杉

本

直

治

郎

国

迭

の

姓

と

系

譜

阿

部

武

彦

O
史
林
第
三
十
三
巻
第
二
号

中
国
上
代
は
封
建
制
か
都
市
国
家
か

宮

崎

市

γ
旦
メ
ー
が
人
の
家
族
に
就
い
て

中
原
与
茂
九
郎

主
代
地
方
豪
族
存
在
形
態
の
一
考
察

’横

田

健

一

近
畿
の
歴
史
的
都
市
と
そ
の
褒
貌

藤

岡

謙

二

郎

O
史
林
第
三
十
三
位
位
第
三
号

東
亜
に
’
於
け
る
誇
帯
金
具
と
そ
の
文
佑

的

意

義

樋

口

隆

康

西
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
こ
つ
の
交
易
形

態

岩

田

慶

治

進

古
墳
時
代
に
お
け
る
女
佑
の
伝
播
（
上
）

小

椋

・行
・
雄

清
代
山
東
省
の
官
制
陸
上
交
活
路

河

野

遁

博

O
史
林
第
三
十
三
巻
第
四
号

中
世
の
世
界
図
に
つ
い
て織

田

武

雄

平
安
時
代
の
農
民

l
特
に
回
堵
・
名
主

に

つ

い

て

宮

川

満

γ
ナ
中
世
貴
族
政
治
の
成
立
に
つ
い
て

川

勝

義

－雄

古
墳
時
代
に
お
け
る
文
化
の
伝
播
（
下
）

小

林

行

雄

定

O
史
林
第
三
十
三
港
第
五
号

般
代
に
於
け
る
問
先
の
祭
配
に
つ
い
て

岡

田

芳

三

郎

中
世
に
お
け
る
ギ
リ

γ
ア
語
と
一
ブ
テ

ν

語

の

問

題

策

岩

正

夫

我
が
律
令
時
代
の
星
と
郷
に
つ
い
て

曾

我

部

静

雄

O
史

林

第

三

寸
三
巻
第
六
－
号

北
陸
門
徒
の
関
東
穆
民
五

来

一O四
グ
ヨ

ν
・
デ
イ

ッ
キ
Y
ソ
y
の
え
ら
ん

だ
遁ー
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
に
お
け
る
一

穏
健
法
に
つ
い
て

l今
樟

晃

ヨ
1
ロ
ッ
．
ハ
村
落
の
生
態

ー
集
落
及
び
農
地
の
祉
会
的
機
能
に

つ
い
て

l

水

津

一

朗

宋
代
解
州
官
営
塩
業
の
構
造

ー
そ
の
支
聞
と
隷
属

l池

田

誠

意

O
人
女
研
究
第
一
一
種
第
七
号

－

O
人
女
研
究
第
一
巻
第
λ
号

小
説
家
パ
ん
ザ
ッ
グ
の
発
展
（
一
）

加

藤

美

O
人
女
研
究
第
一
一
種
第
九
号

ロ
マ
シ
・
ロ
ア
ジ
の
グ
ヤ

γ
・
タ
ヤ

ッ

H
F

・

ル

ソ

オ

諭

宮

本

正

清

小
説
家
メ
ル
ザ
ッ
グ
の
発
展
（

二）

加

藤

美

雄

O
人
女
研
究
第
一
巻
第
十
号

＼，

十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
小
説
と
イ
ギ
リ
ス

市

民

祉

会

内

多

毅

ー雄



。
文

．化
第
二
巻
第
二
号

歴

史

主

義

と

哲

学

三

宅

ア
リ
ス
ト
テ

ν
ス
の
科
学
論
和

泉

O
文
化
第
二
巻
第
三
号

v
γ
γ
グ
の
宗
教
思
想

l
人
類
の
教
育
に
つ
い
て

l

会

津

マ
ア
ロ
オ
劇
に
於
け
る
死
と
信
仰

l
中
世
と
の
抗
零

l
桧

本

文

之

盃

源
氏
物
語
に
於
け
る
宗
教
的
内
面
化

，
小

野

村

洋

子

同j良

O
文
化
第
二
巻
第
四
号

本

邦

上

古

の

海

運

吉

田

良

一

雑

戸

と

品

部

曾

我

部

静

雄

東
北
地
方
の
禰
生
式
文
化伊

東

信

三
種
の
紳
器
成
立
の
一
一
考
案
平

間

喜

O
大
分
大
挙
経
済
論
集
第
一
念
第
二
号

グ
ヰ
ル
プ
ラ
シ
ト
の
世
界
聯
邦
論

梅

田

政

業

報

東
亜
に
関
す
る
門
戸
開
放
政
策
の
創
始

に

つ

い

て

重

光

識

久

O
歴
史
評
論
第
四
巻
第
八
号

社
会
主
義
運
動
の
動
指
明
期平

野

義

太

郎

繭

島

事

件

覚

え

書

下

山

三

郎

秩

父

事

件

井

上

幸

治

歴
史
学
の
方
法
に
つ
い
て
の
感
想

石

母

田

緬

文

式

女

化

江

坂

揮

東
予
に
お
け
る
慣
行
小
作
権
の
研
究

山

・
本

重

伸

台
湾
民
族
解
放
運
動
史
向

山

寛

夫

雄

O
歴
史
評
論
第
四
巻
第
七
号

日
本
に
於
け
る
英
雄
時
代藤

英
雄
時
代
の
文
学
西

歴
史
挙
の
方
法
に
つ
い
て
の
感
想

石

母

田

江

．坂

服

部
郷関

信生

栄勝

組
文
式
文
化

漁
村
史
研
究
の
方
法

一輝

被
官
は
何
故
蔑
視
さ
れ
る
か
平

沢

清

’人

O
国
史
学
第
五
十
二
号

上
代
東
伊
予
の
考
古
挙
的
考
察
（
上
）

大

場

磐

雄

記
伊
国
鞘
淵
庄
に
お
け
る
郷
村
制
形
成

過

程

小

川

信

日
米
通
商
僚
約
の
調
印
に
関
す
る
一
考

察

（

下

）

藤

井

・
貞

女

鳥
羽
院
の
御
表
意

ー
院
政
史
の
一
節
と
し
て

i

辻

彦

三

郎

O
国
史
学
第
五
十
三
号

中
世
に
於
け
る
東
大
寺
λ
幡
宮

村

山

倭
窓
の
変
質
と
初
期
日
鮮
貿
易

田

中

近
世
武
家
の
家
族
動
態
竹

内

利

美

上
代
東
伊
予
の
考
古
挙
的
考
察
（
下
）

大

場

磐

雄

聖
徳
太
子
と
神
仙
設
話
林

禰 E｛言綱大馬輔 E

一O
五

修健

夫

幹

踊



業

報

石
概
外
か
ら
摸
遺
品
の
発
掘
例

清

野
豊

崎

第
六
十
一
巻
第
四
号
議

O
人
類
挙
雑
誌

多
紐
細
女
鏡
の
一
資
料
梅

原

末

石
器
時
代
貝
塚
中
の
細
菌
に
つ
い
て

（

第

二

一

報

）

小

片

保

明
石
西
郊
化
石
唐
に
於
け
る
骨
の
保
存

可

能

性

渡

辺

直

経

先
史
時
代
骨
類
の
佑
挙
的
一
考
察

田

辺

義

O
史

潮

第

四

三

号

近
世
初
期
に
お
け
る
鉱
山
の
領
有
経
営

の
形
態
及
び
鉱
山
車
部
落
の
構
造

小

葉

国

淳

法
華
入
講
の
成
立
と
公
家
祉
会

！
日
本
語
集
団
発
展
史
序

i

襖

井

徳

太

郎

問
朝
末
期
の
動
乱
に
お
け
る
官
僚
群

小

笠

原

正

治

房
戸
口
分
田
の
穫
稽
数
量
に
つ
い
て

宮

減

栄

卓夫

綜
合
歴
史
記
述
の
一
形
式

i
ア
V

グ
イ
の
「
十
九
世
記
英
国
国

民
史
」
に
つ
い
て

l穂

積
・
重

O
K代
女
化
第
十
九
輯

遺
跡
の
も
つ
地
理
性

！
先
史
地
理
の
問
題

i中
川

徳

治

粘

土

榔

考

佐

野

大

和

山
梨
鯨
日
下
部
中
挙
校
々
庭
緊
落
遺
跡

概

報

小

出

義

治

主

野

晴

朗

O
地
学
雑
誌
五
十
九
程
一
二
一
号

γ
ナ
シ
ト
ロ

l
プ
ス
発
掘
史
須

田

昭

義

メ
タ
ピ
ヤ
市
の
町
名
の
構
成
に
つ
い
て

l

附
、
、
ジ
ヤ
ワ
の
地
名
の
意
義

・

別

枝

篤

彦

東
関
東
の
台
地
に
於
け
る
農
業
土
地
利

用
の
実
態
（
一
）
山
口
恵
‘
一
郎

O
沢
陵
史
学
第
三
号

江
戸
時
代
に
於
け
る
庶
民
文
芸
発
達
と

そ

の

時

代

性

鈴

木

崇

夫

治昌

行

一O
八

江
戸
時
代
に
於
け
る
商
業
の
発
展
と
商

人
mv
撞

頭

に

つ

い

て

伊

東

秀

吉

幕
末
開
港
僚
約
締
結
の
経
緯
に
就
い
て

石

井

文

夫

O
芸
林
第
一
巻
第
五
号

段
階
と
定
型

・

！
封
建
制
に
つ
い
て
の
覚
書
l

高

田

保

浪
速
の
需
者
玉
井
蘭
洲

！
特
に
そ
の
狙
来
挙
批
剣
に
つ
い
て

i

三

木

正

太

郎

敬
語
に
表
は
れ
た
上
代
文
献
の
政
治
的

性
格
（
下
）

！
大
化
改
新
の
理
念
に
つ
い
て
の

一
考
察
！

a馬

育

木

紀

元

O
史
挙
研
究
記
念
論
叢

中
世
村
落
に
お
け
る
農
民
と
地
侍

宮

川

満

鎌
倉
時
代
の
国
債
領
極

東
国
武
士
の
西
濯
土
着
洞

岡

久

入

合

E

治



室
町
・
蔵
国
期
の
歴
史
思
想後

藤

陽

近
世
初
頭
近
江
地
方
被
地
限
の
研
究

洞

井

勇

之

助

菰

原

章

白
石
晩
年
の
挙
問

近
世
村
落
構
造
に
関
す
る
一
考
察

石

田

御

手

洗

昆
掃
伝
説
の
起
源

所
謂
「
清
談
」
に
つ
い
て井

貫

軍

唐
代
に
於
け
る
仮
子
制
に
つ
い
て

矢

野

主

税

大

崎

富

士

夫

宋
代
の
義
役

一
万
朝
秘
史
に
現
わ
れ
た
蒙
古
の
祉
会
集

団

の

性

格

田

山
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